
（別紙３）

～ 令和8年1月7日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年2月21日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

看護職員のスキルアップ

・web研修受講推奨

・収集した情報の整理と共有化

2 各種イベント情報の収集

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童発達支援センターが行っている「親の集い」への

参加促しを行っていきたい。「親の集い」とは、同じ

障害で子育てなどに悩みを持つ親達の集まりで、必要

に応じてペアレント・メンター（先輩保護者）に参加

していただくこともある。こちらへつなぐことも、

「家族支援」の一つになるのではないかと考えており

ます。

2

3

○事業所名 地域療育支援事業所　第２はまゆう療育園（重心対象/放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会の開催
対象児童（家族）は現在２組で、うち１組は長期休み

（夏休みや冬休み）のみの利用で、実質１組のみ。

圏域唯一の重心対象施設 医療的ケア児に関する支援会議・研修へ積極的に参加

市内中心部に近い立地条件 地域行事等への参加（参加）

事業所における自己評価総括表公表


